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国産

食料自給率は戦後大きく低下し、現在は41％（カロリーベース）

昭和40年度 平成20年度

自給率
73％

自給率
41％

輸入

国産

輸入

１人１日当たり供給熱量
2,459kcal

１人１日当たり供給熱量
2,473kcal

食料の未来を描く戦略会議資料（平成20年5月7日）及び農林水産省食料自給
表から作成
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大豆 29%
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自給部分

【昭和40年度】

供給熱量総合食料自給率73％

品目別供給熱量自給率 ％

米 100%

魚介類 110%
野菜 100%

米 96%

果実 37%

野菜 79%

畜産物

17% 51%

供給熱量割合 ％
その他
25%

その他 68%

果実 86%
大豆 41%

魚介類 62%

砂糖類
31%

砂糖類
38%

輸入部分
小麦
28%

小麦
14%

油脂類
33%

油脂類
３%45%畜産物 47%

輸入飼料に
よる生産部分

20      40    60   80     100

【平成20年度】
供給熱量総合食料自給率41％

品目別供給熱量自給率 ％

20      40    60   80     100

総供給熱量 2,459kcal/ 人・日

39kcal
55kcal
74kcal

99kcal

298kcal

196kcal

292kcal

157kcal

1,090kcal

159kcal

総供給熱量

2,473kcal/ 人・日

296kcal

202kcal

314kcal

66kcal

79kcal 
75kcal 

388kcal

576kcal

350kcal

128kcal 

食料消費構造の変化と食料自給率の変化（農政改革関係閣僚会合配布資料21.7.1５、及び21.8.11農水省公表食料自給率）
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農林水産省広報誌ａｆｆ（平成20年5月）
３



食料消費面：日本型食生活の推進 農業生産面：農業資産の有効活用

食料自給率向上に向けての取組み

・若者を対象
とした農業
法人でのＯ
ＪＴ

21.1.27食料・農業・農村政策審議会資料から作成
４


